
会　期： 7月28日（木）9 :30～18:00
 7月29日（金）9 :30～17:00
会　場： 東京国際フォーラム（http://www.t-i-forum.co.jp/）
主　催： （一社）日本CATV技術協会、（一社）日本ケーブルテレビ連盟、（一社）衛星放送協会

会　期： 7月28日（木）9 :30～18:00
 7月29日（金）9 :30～17:00
会　場： 東京国際フォーラム 展示ホール
入場料： 無料（入場登録制）

会　期： 7月28日（木）9 :30～18:00
 7月29日（金）9 :30～16:30
会　場： 東京国際フォーラム 展示ホール隣接 セミナー室-1・2（予定）
入場料： 無料（入場登録制）

ケーブル技術ショー2016が7月28日（木）・29日（金）に都内で開催される。現在
ケーブルテレビ事業者に対してベンダー各社はFTTHやHFCによる高速化・冗長化、
キャリアが提供する光回線卸の提案に拍車をかけている。今回のショーにもそれら
の最新提案が揃う。「自社設備 vs 光卸」はショーの大きなテーマとなるだろう。
本特集の「今年必見の展示ブース」コーナーでは、主要出展企業によるケーブルテレビ
自社設備・システム強化の提案を紹介する（22～31頁）。またNTT東日本の光卸
導入事例も掲載する（32～33頁）。さらに日本CATV技術協会の山口理事長と米国
ケーブルラボのラマーズCOOが予測する2020年に向けた技術動向、4K/8KやIP放送
の現状・課題・期待についてもレポートを掲載する（34～41頁）。
●取材・文：渡辺　元・本誌編集長
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